
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  岐阜県立恵那南高等学校 学校運営協議会（第３回） 

 

２ 開催日時  令和４年２月３日（木）～２月１４日（月） 

 

３ 開催場所  書面開催 

 

４ 参 加 者   会  長 桜井 正之    学識経験者 

         副 会 長 鈴木 隆一  ＮＰＯ法人「いわむら一斎塾」理事長 

委  員 沼田 武利  明智振興事務所長 

              根﨑 育郎    恵那南高等学校同窓会長 

              安藤 一博    恵那市立明智中学校長 

              熊倉あけみ    恵那市恵南商工会女性部部長 

              足立伊公子    一般社団法人えな健幸生活支援隊事務局長 

              堀  陽子    農事組合法人おんさい工房 

              石田 宏樹  株式会社ＲＯＢＯＺ代表取締役 

              安藤美千代    恵那南高等学校ＰＴＡ代表 

  オブザーバー 

        水野 正敏  岐阜県議会議員 

              大畑 雅幸   恵那市教育委員会 教育長 

              渡辺 康正    明知鉄道（株）代表取締役 

              林  尚志  県立高校地域連携コーディネーター 

                                     （敬称略） 

                                                                   

            学 校 側  高橋 俊和    校長      安藤 琢也  進路指導主事 

                     坂本 康晴    教頭      深萱しのぶ  生徒指導主事 

              永瀬 雅彦  事務長     小島 光示  総合学科主任 

                        柴  成吉  教務主任          

                                                               

                                                            

５ 会議の概要 

 

  （１）教務部の取組について 

   意見１：今年度の重点目標にＩＣＴ機器の活用による学力の向上が掲げられている。この取組に対

して学校評価アンケートでも良い結果が表れており高く評価できる。 

   意見２：ＩＣＴを活用した教育活動を進めているが、生徒の理解度や応用力についての評価も大切

である。授業中に理解したことが、その後の学力として定着しているかを確認したい。 

   意見３：生徒の主体性をさらに育むような取組を推進したい。 



   意見４：ドローンや演劇ワークショップなど特色ある教育活動を大切にしてほしい。 

   意見５：学校評価アンケートの結果から、職員が熱心に学習指導に取り組んでいることや、生徒た

ちに寄り添う姿勢で関わっていることがよく分かる。 

   意見６：「総合的な探究の時間」だけでなく、全教科について「探究活動」の工夫をどのようにし

ているか職員間で研修するとともに、外部に対して本校の「探究活動」「探究教育」をア

ピールするとよい。 

   意見７：令和５年度に始まるデュアルシステムにおいて、生徒や保護者にとって魅力ある事業所や

企業が参画することを期待している。 

 

  （２）進路支援部の取組について 

   意見１：学校評価アンケートから、生徒の希望に沿った具体的な指導をしていることがうかがわれ、

結果として大半の生徒が希望する内定を得られたことは大いに評価できる。 

   意見２：職員が熱意を持って手厚い指導をしている。卒業生の保護者からも感謝の言葉を聞いてい

る。 

   意見３：少人数の利点を生かし、個に適した進路指導ができている。進路実績も上々である。 

   意見４：きめ細やかな指導の充実ぶりが学校評価アンケートにも表れている。この充実した教育環

境を地域の中学生や保護者にアピールするとよい。 

   意見５：１年間の的確な計画、そして３年間を見通した支援を実践してきた成果が表れている。 

 

  （３）生徒支援部の取組について 

   意見１：個性を尊重する社会の風潮があるため「基本的な生活習慣や生活態度の確立を目指す指導」

が難しくなっているかもしれないが、将来生きていくためにも必要なことなので、この指

導を引き続き大切にしたい。 

   意見２：「恕（じょ：おもいやり）」に対する理解があってこそ、公共マナー、挨拶、身だしなみ

の実践につながる。様々な苦難を経験された方の講演会などを実施してはどうか。 

   意見３：就職試験における評価項目の第１位はコミュニケーション能力と言われている。教育活動

の中でも、この力の育成を大切にしてほしい。 

   意見４：生徒の発想や企画による取組を増やし、成功体験をさせる中で自己肯定感を育てたい。 

   意見５：職員が生徒理解に努めており、生徒に自己肯定感や自己有用感を持たせるような支援を続

けていることが分かる。 

 

  （４）総合学科の取組について 

   意見１：卒業生、在校生の総合学科に対する評価は高い。この点について、地域の中学生に十分に

伝えられるとよい。卒業生が来校して在校生と語る会が実施されているが、これを中学生

やその保護者に参観してもらい、総合学科に対する理解を深めてもらうとよい。 

   意見２：本校総合学科の魅力の一つは、多様性の中で生きる経験を得られることである。次代を担

う感性を磨くことができることが本校の強みである。 

   意見３：中学校教員向けの総合学科説明会を実施し、生徒と一緒に体験授業に参加してもらい、そ

の後、デュアルシステムの広報をしてみてはどうか。 

   意見４：先日の「産社・総合学習発表会」のまとめをケーブルテレビで観たが、司会者も発表者も

しっかりしており年々良くなっている。オンラインで参観できるとよかった。 

   意見５：生徒自身が有意義に感じている魅力ある取組を、生徒の笑顔とともに広く地域の方にＰＲ



したい。 

 

  （５）学校運営全般について 

   意見１：現在実施している外部講師の授業や各種講演会について、座席の余裕があれば、恵南商工

会をはじめとして中学校の保護者や地域住民など外部人材参加型のイベントを試みては

どうか。 

   意見２：浪漫学園の取組には新しい内容が必要である。 

   意見３：成年年齢が引き下げられることに伴い、「大人になるとは」に関する教育を進める必要が

ある。 

   意見４：コロナ禍においてＩＣＴの活用などに対して生徒からも評価されているが、これをさらに

どう高めていくかが大切である。 

   意見５：地域サポーターとして、行事の応援や学習スペースの開放などに３年間取り組んできた。

スクール・ポリシーの策定を機に、今までの取組を検証しながらサポーター活動を進めて

いきたい。 

   意見６：新しい時代のテクノロジーに触れるドローン学習を通じて、生徒の皆さんにはチャレンジ

精神、一歩前に踏み出す力を育んでほしい。 

 

６ 会議のまとめ 

・スクール・ポリシー（案）について全員から承認を得られた。 

・今年度の学校運営協議会は３回のうち２回が書面開催となったが、成果と課題について具体的な

評価と助言を得ることができた。 

・特に、少人数教育の成果を今後の魅力化・活性化につなげていきたい。 

・総合学科ならではの本校の取組について、その魅力を地域の中学生や保護者などに対して幅広く

発信していきたい。 

・今後も生徒に軸足を置いた学校運営に取り組み、地域との連携を大切にした教育活動を推進した

い。 

 


